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をみてみると、東京都、神奈川県、埼玉県、

千葉県の 1 都 3 県は、東京までの輸送距離は

概ね 100㎞未満であり、近接するこれらの産

地からの入荷は、1960 年は 55.8％であった

の が、1970 年 に 40.0 ％、1985 年 に 30.8 ％、

2016 年に 20.8％、2021 年には 15.8％にまで

減少している。その外側の輸送距離 100 ～

250㎞の地域は、茨城県、栃木県、群馬県の

北関東と、山梨県、静岡県、長野県である。

この地域は、1965 年以降、ほぼ 30％強で推

移している。輸送距離 250㎞までの割合は、

1950 年は 80％を占めていたのが、1995 年ま

で減少傾向が続き、50％強にまで減少してい

る。その後、ほぼ横ばいであるが、2021 年

は 47.6％となっている。東京都中央卸売市場

におけるトラックの日帰り運行が可能な輸送

距離 250km 未満の地域からの調達は５割弱

１．物流供給制約と卸売市場

　野菜は、非常に多品種であり、かつ季節、

天候などによって、生産量が大きく変動す

る。季節によって、生産地が違う場合も多く、

消費地側の卸売市場には全国の生産地から、

様々な野菜が運ばれるのであり、近距離だけ

でなく中・長距離輸送をする場合も多い。野

菜の生産量は、北海道、九州が多く、そこか

ら首都圏、関西圏などの大消費地に向けて、

長距離輸送が行われている。それだけでなく、

日本各地で生産された野菜は、全国の消費地

に向けて出荷され、その結果、全国どこでも、

日本中の野菜を一年中手に入れることができ

るのである。

　経年的にみても、年々遠隔化が進展してい

る。東京都中央卸売市場の資料で、その推移
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にとどまっている一方で、500km 以上の長距

離輸送の割合は、36.0％となっている 1)。

　ドライバー不足など物流供給制約が進展す

るなか、特に影響を受ける可能性が高いのが

中・長距離輸送である。中・長距離輸送につ

いては、拘束時間が長いなど労働環境が厳し

く、ドライバーが敬遠するものとなっており、

ドライバーが確保できないなどにより運べな

いといったことがすでに一部発生しており、

今後はさらに深刻化すると考えられる。

　様々な輸送品目のなかでも、野菜は、遠隔

地からの消費地に向けて、中・長距離輸送が

多いという特徴がある。そのため、中・長距

離輸送が、今後困難になると、各卸売市場で

の取り扱いに多大な影響が出ることが予想さ

れる。地方部においては、野菜の出荷量が多

い産地と近接している場合が多く、地産地消

による短距離輸送での確保が容易で、物流制

約の影響を受けにくいという認識がある。物

が運べないといった状況は、大消費地の卸売

市場だけが抱えている問題として捉えられる

ことが多い。しかしながら現実の日本の農産

物流通は、全国で生産される野菜が、全国津々

浦々に運ばれ、全国で消費されるという構造

になっている。すなわち、大消費地だけでな

く全国の卸売市場に影響をもたらすことが予

想される。

　中央卸売市場は、2022 年 6 月時点で全国

に 65 市場（40 都市）あり、内訳は青果が 50

市場（38 都市）、水産物が 34 市場（29 都市）、

食肉が 10 市場（10 都市）、花きが 14 市場（10

都市）、その他が 5 市場（4 都市）となって

いる。これまでも、一部地域の卸売市場にお

ける産地の輸送距離帯別割合を検討してきた

ところであるが 2)、本論文では、中央卸売市

場青果市場がある 38 都市のうち、37 都市に

ついて、各市場の年報等を用いて分析を行っ

た。全国の中央卸売市場を対象に、各卸売市

場に入荷される野菜産地の現状から、輸送距

離の特徴を分析したものである。特に、輸送

距離 500km 以上の長距離輸送の現状を明ら

かにし、物流供給制約が中央卸売市場に与え

る影響を検討するものである。

２．野菜の長距離輸送の現状

　野菜は、全国の生産地から全国の消費地に

向けて輸送されているが、その際、長距離輸

送されている場合も多い。長距離輸送の多

くを担う大型貨物自動車の運転者数につい

て、鉄道貨物協会は将来推計をしている。そ

れによると、2001 年は 457,324 人、2005 年

は 464,450 人であったのが、その後急激に減

少し 2010 年に 396,465 人、2020 年に 316,668

人、2030 年には 259,010 人にまで減少すると

している。すなわち、2005 年から 2030 年に

かけて 44.2％減少することとなる。さらに

年齢構成も、急激に高齢化するとしており、

2001 年は 50 歳代が 28.8％、60 歳代以上が

1.8％であったのが、2030 年には 50 歳代が

39.4％、60 歳代以上が 24.4％にまで比率が高

くなるとしている 3)。このように長距離輸送

についてのドライバー数の減少が特に深刻だ

と指摘されている。

　野菜の場合、九州、北海道といった大生産

地から、首都圏、関西圏等に向けて、長距離
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輸送されている。北海道から首都圏、関西圏

向けについては、船舶、鉄道も多く使われて

いる一方、九州からはトラック輸送が大半で

あり、特に大きな問題を抱えている。福岡か

ら東京は、片道 1,100km、輸送時間は 15 時間、

宮崎から東京は片道 1,400km、輸送時間は 19

時間かかる。政府が進める働き方改革により、

自動車運転業務についても、2024 年 4 月以降、

時間外労働を年 960 時間以内とすることに

なっている。しかしながら、九州では、時間

外労働時間が 960 時間を超えるドライバーが

いる事業所は、2019 年に 35.7％、2020 年に

39.8％、2021 年に 25.8％となっている。「2024

年問題」を控え、長距離輸送の存続が難しく

なっている状況にある。同時に、九州のド

ライバーの場合、長距離輸送の運行日数は 4

泊 5 日が 27.0％、5 泊 6 日が 11.6％、6 泊以

上が 1.7％となっている。このように、ドラ

イバーにとっては過酷な労働環境となってい

る。さらに、このような九州の長距離輸送を

担っているのは、60 歳以上が 10.4％、50 歳

代が 31.5％、40 歳代が 38.9％と、非常に高

齢化したドライバーである 4)。

　青果物物流の現状として、農林水産省が実

施した調査結果によると、集荷先が 2 か所以

上は約 6 割、荷卸し先が 2 か所以上は約 7 割

となっている。すなわち、1 か所で集荷し、

1 か所で荷卸しをするといった輸送は非常に

少なく、様々な青果物を混載して輸送してい

る状況にある。さらに積み込みのための待機

時間 30 分以上が約 6 割、作業時間 30 分以上

が約 8 割となっている。荷卸しについても同

様に、待機時間 30 分以上が約 6 割、作業時

間 30 分以上が約 6 割となっている。このよ

うに、待機時間、作業時間が長いことから、

ドライバーの拘束時間が長くなる傾向にあ

る。

　荷姿についてはパレット積みが 60％、バ

ラ積みが 40％となっている。ただし、パレッ

ト積みでも、パレット化された貨物を、フォー

クリフト等でそのまま荷卸しするのは 36％

にとどまっており、パレット化された貨物を、

別パレットに積み替えて荷卸しするが 11％、

パレット化された貨物を、バラして荷卸しす

るが 7％となっている。バラ積みの場合は、

バラ積みの貨物を、パレットに載せて荷卸し

が 31％、バラ積みの貨物を、バラのまま荷

卸しが 11％となっている。全体では、パレッ

ト積みの割合が 60％となっているが、長距

離輸送の場合は、大半がバラ積みだとされて

いる 5)。パレット積みだと積載率が 2 割程度

低減するため、長距離輸送の場合は、積載率

を上げることを重視し、バラ積みの場合が多

い。そのため、手積み手卸しの場合、大型貨

物車では積み卸しそれぞれに約 2 時間かかる

場合もあり、拘束時間が長時間化する傾向に

ある。

３．中央卸売市場における野菜の産地
の輸送距離帯別割合

　各中央卸売市場が入荷している野菜の産

地の輸送距離帯別割合（重量ベース）を整

理したのが、図 1 である 6)7)8)。長距離輸送を

500km 以上（海外は除く）とした場合、そ

の割合が最も高かったのは和歌山市中央卸売
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も高くなっている。

　和歌山市中央卸売市場の場合、北海道を産

地とする野菜が 32.0％と特に多いほか、長野

県が 7.5％、長崎県が 5.3％、群馬県が 5.0％

と多くなっている。大阪府中央卸売市場の場

合、北海道を産地とする野菜が 14.3％、長崎

県が 5.8％、茨城県が 5.6％、鹿児島県が 5.2％、

佐賀県が 4.9％と多くなっており、全国各地

から広域に集めているため、長距離輸送割合

が高くなっている。

市場で 63.6％、大阪府中央卸売市場が 61.1％

と続いている。50％以上であったのは、姫路

市中央卸売市場で 58.0％、松山市中央卸売市

場で 56.4％、岡山市中央卸売市場で 55.3％、

大阪市中央卸売市場で 55.0％、沖縄県中央

卸売市場で 54.3％、高松市中央卸売市場で

52.2％、福井市中央卸売市場が 52.0％、京都

市中央卸売市場が 50.5％となっている。全国

から見た場合、関西圏、さらにその周辺の四

国等の市場において、長距離輸送割合が高い

傾向がみられる。また、沖縄県中央卸売市場

図1　中央卸売市場における野菜の産地輸送距離帯別割合（重量ベース、2021年）

札幌市 青森市 八戸市 盛岡市 仙台市 いわき市 宇都宮市 東京都中央卸売市場計横浜市(本場) 川崎市(北部、南部市場計)静岡市 浜松市 新潟市 金沢市 福井市 岐阜市 名古屋市(本場・北部市場計) 京都市 大阪府 大阪市(本場・東部市場計)
100km未満 71.8 68.8 56.9 29.9 18.8 14.9 43.2 19.0 18.1 19.9 18.5 22.9 26.2 17.6 13.0 28.6 20.9 13.6 14.3 11.1
100～250km未満 0.0 0.7 4.0 5.0 7.4 23.7 23.2 34.6 24.7 23.7 16.3 17.5 12.7 19.6 15.7 6.4 7.0 14.6 17.9 15.8
250～500km未満 0.1 7.1 12.3 17.1 38.4 29.2 4.4 8.4 16.9 15.7 31.3 31.0 25.7 18.4 17.5 27.5 32.6 20.0 14.7 15.6
500～1,000km未満 11.4 19.5 22.5 39.4 23.7 22.1 21.8 11.9 14.2 8.9 6.4 4.0 24.7 17.0 29.7 10.9 9.4 31.5 41.6 33.5
1,000km以上 15.3 3.3 3.8 6.5 9.8 8.8 5.6 24.1 23.9 30.5 25.8 23.1 8.0 25.3 22.3 25.3 28.2 19.0 19.5 21.5
海外 1.6 0.6 0.6 2.1 1.9 1.3 1.9 1.9 2.2 1.3 1.6 1.6 2.7 2.1 1.8 1.4 1.8 1.3 3.5 2.4

札幌市 青森市 八戸市 盛岡市 仙台市 いわき市 宇都宮市 東京都中央卸売市場計横浜市(本場) 川崎市(北部、南部市場計)静岡市 浜松市 新潟市 金沢市 福井市 岐阜市 名古屋市(本場・北部市場計) 京都市 大阪府 大阪市(本場・東部市場計)
26.6 22.8 26.2 46.0 33.5 30.9 27.4 36.0 38.0 39.4 32.3 27.1 32.8 42.3 52.0 36.2 37.6 50.5 61.1 55.0

71.8 69.5 60.9 34.8 26.2 38.6 66.4 53.7 42.9 43.7 34.8 40.3 38.9 37.2 28.7 35.0 28.0 28.2 32.2 27.0
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井市中央卸売市場が 52.0％、金沢市中央卸売

市場が 42.3％、広島市中央卸売市場が 40.7％

となっている。その他、盛岡市中央卸売市場、

徳島市中央卸売市場、高松市中央卸売市場、

松山市中央卸売市場、高知市中央卸売市場、

沖縄県中央卸売市場は自県内の割合は 2 割以

上ある一方で、長距離輸送の割合が 4 割を超

えている。

４．中央卸売市場における月別野菜の
産地の輸送距離帯別割合

　前項では、年間計の産地輸送距離帯別割合

について検討したが、実際には季節によって

産地を大きく変えて調達している。東京都中

央卸売市場計の 2021 年計の 100km 以内の比

率は 19.0％、500km 以上の長距離輸送比率は

36.0％となっている。月別に産地輸送距離帯

別割合をみると、図 2 のように 100km 以内

は 8 月、9 月になると 3.9％、5.6％にとどまっ

ている。年平均では 13.3％を占める千葉県

が、この時期は 3.0％、4.2％にまで減少する。

100 ～ 250km 未満で、近接する茨城県も、年

平均では 14.8％を占めるが、この時期 6.0％、

6.8％となっている。一方で同時期、北海道

は 31.6％、25.9％にまで拡大し、長距離輸送

比率は 45.5％、47.3％となっている。

　 福 井 市 中 央 卸 売 市 場 は、2021 年 計 の

100km 以内の比率が 13.0％、逆に 500km 以

上の長距離輸送比率は 52.0％と、長距離輸送

割合が高いという特徴がある。月別に産地

輸送距離帯別割合をみると、図 3 のように

100km 以内は 1 月から 3 月は、それぞれ 6.3％、

　一方、首都圏の中央卸売市場については、

近接して千葉県、茨城県、長野県などの大量

に野菜を出荷する県があることから、関西圏

に比べて比較的近距離の生産地から入荷し

ている状況にある。東京都中央卸売市場で

は、北海道は 14.0％と多いものの、茨城県

が 14.8％、千葉県が 13.3％、群馬県が 8.0％、

長野県が 7.1％と近県からの入荷割合が高く

なっている。そのため、東京都中央卸売市場

などは、全国から長距離で輸送しているよう

な印象があるものの、長距離輸送の割合は

36.0％にとどまっている。横浜市中央卸売市

場、川崎市中央卸売市場についても、長距離

輸送は、それぞれ 38.0％、39.4％となってい

る。

　地方の卸売市場については、地産地消で多

くの農産物を自県内から調達している卸売市

場と、逆に地元で調達できない卸売市場に大

きく 2 分されている状況が分かる。自県内か

らの入荷割合が高いのは、札幌市中央卸売市

場で 71.8％、宮崎県中央卸売市場で 69.4％、

青森市中央卸売市場で 68.8％、八戸市中央

卸売市場で 56.9％、徳島市中央卸売市場で

51.2％となっている。しかしながら、その一

方で自県内からの入荷割合が低いのは、広島

市中央卸売市場が 9.9％、福井市中央卸売市

場が 12.1％、宇部市中央卸売市場が 12.5％、

北九州市中央卸売市場が 12.5％、いわき市中

央卸売市場が 14.5％、福岡市中央卸売市場が

15.2％、金沢市中央卸売市場が 16.3％、仙台

市中央卸売市場が 16.9％、静岡市中央卸売市

場が 18.5％となっている。これらの市場では、

長距離輸送割合が高いところも多く、特に福
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５．まとめ

　本論文では、全国の中央卸売市場の産地輸

送距離帯別割合を検討することによって、長

距離輸送の実態を明らかにした。その結果、

多くの中央卸売市場において、長距離輸送に

よる野菜調達が大きな割合を占めている現状

があり、今後、長距離輸送におけるドライバー

不足の深刻化、時間外労働の上限規制の強化

7.0％、6.5％にまで減っている。一方で同時

期、九州は 22.8％、17.7％、19.7％、四国は

11.5％、11.6％、16.3％にまで拡大し、長距

離輸送比率は 65.0％、59.5 ％、57.5％と高く

なっている。夏は、比較的近隣で調達できる

ものの、それ以外は長距離輸送に頼らざるを

得ない状況となっている。

図2　東京都中央卸売市場における野菜の月別産地輸送距離帯別割合（重量ベース、2021年）

図3　福井市中央卸売市場における野菜の月別産地輸送距離帯別割合（重量ベース、2021年）

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
3.3 5.6 3.5 0.1 0.1 0.2 0.3
1.6 0.9 0.8 0.6 0.6 0.3 0.0
0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1
2.6 2.4 2.5 2.1 1.1 0.6 0.5
1.6 1.5 1.1 0.7 0.4 0.2 0.1
1.3 5.3 3.6 3.5 2.1 0.4 0.1
2.0 1.8 4.4 3.9 0.6 0.1 0.1
4.2 4.6 4.8 2.5 0.6 0.4 0.2
0.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1
2.1 1.9 1.9 0.8 0.5 0.2 0.2
3.4 4.3 2.8 1.1 0.5 0.2 0.2
0.6 0.6 0.4 0.2 0.1 0.0 0.1
2.6 2.6 2.2 2.2 1.5 1.1 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2021年計

2021年1月

2021年2月

2021年3月

2021年4月

2021年5月

2021年6月

2021年7月

2021年8月

2021年9月

2021年10月

2021年11月

2021年12月

100km未満 100～250km未満 250～500km未満 500～1,000km未満 1,001km以上 海外

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2021年計
2021年1月
2021年2月
2021年3月
2021年4月
2021年5月
2021年6月
2021年7月
2021年8月
2021年9月

2021年10月
2021年11月
2021年12月

100km未満 100～250km未満 250～500km未満 500～1,000km未満 1,001km以上 海外

中央卸売市場における野菜の長距離輸送にかかわる物流課題



E4 洪　京和

197

ロットしたのが図 4 である。図の右下側に位

置する市場は、取扱高が小さく、かつ長距離

輸送の比率が高い市場であり、今後調達が特

に困難になることが予想される。将来に向け

て、生産地側、消費地側が連携した物流ネッ

トワーク構築の検討が必要となっている 9)。

などにより、市場における野菜調達が非常に

厳しい状態になることが予想される。現状に

おいても、生産地側ではロットがまとまらな

い市場向けの出荷をしないなどの動向がみら

れるようになってきている。各市場を取扱高

（重量ベース）と長距離輸送比率をもとにプ

図4　各中央卸売市場の取扱高（縦軸、重量ベース、トン）と長距離輸送比率 ( 横軸、％ )10)
23023056 49624255 46273885 55476053 35751827 1.12E+08 2.39E+08 49799589 88529260 152090000 37746805

新潟市 金沢市 金沢市 福井市 福井市 岐阜市 岐阜市 名古屋市(本場・北部市場計) 名古屋市(本場・北部市場計) 京都市 京都市 大阪府
26.16802 9433528 17.55569 2746796 12.98801 42425498 28.6038 89392154 20.92007 27093328 13.55942 16190198
12.72497 10532155 19.60022 3328505 15.73858 9499893 6.404947 30077648 7.038947 29217376 14.62244 20289003
25.67209 9878408 18.38361 3699550 17.49303 40716589 27.45163 1.39E+08 32.62381 39944413 19.99101 16701722
24.74014 9133705 16.99772 6289961 29.74159 16127489 10.87335 40165113 9.399675 62995084 31.52719 47168373
8.027239 13621688 25.34981 4713413 22.287 37532480 25.30487 1.21E+08 28.22981 37903777 18.96973 22157272
2.667533 1135390 2.112948 370481 1.75179 2019240 1.361397 7638832 1.787684 2657914 1.330208 3956170

100 100 100 100 100 100

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

注

1）  詳細は、洪京和「農産物物流における中長距離
輸送の現状と課題」物流問題研究№72を参照の
こと。

2）  洪京和「農産物物流における中長距離輸送の現
状と課題」物流問題研究№72において、九州の
市場を中心に検討した。

3）  鉄道貨物協会「大型トラックドライバー需給の
長・中期見通しに関する調査研究」平成25年度
本部委員会報告書

4）  全日本トラック協会「改善基準告示見直しに向
けたトラックドライバーの働き方に関する実態
調査」2020年3月

5）  農林水産省「物流事業者に対する青果物流通に
関するアンケート調査」

6）  各中央卸売市場における産地別取扱高（重量ベー
ス）を都道府県間輸送距離で振り分け、産地輸
送距離帯別割合を算出した。

7）  産地別取扱高（重量ベース）は、各市場の年報、
統計資料を収集し作成した。なお、いわき市中
央卸売市場、長崎市中央卸売市場は 2020年度、
宇部市中央卸売市場、高知市中央卸売市場、宮
崎市中央卸売市場は 2021年度の数値を用いた。
宮崎市中央卸売市場は、上位20産地を公表して
いるが、その割合が 87.1％にとどまっているの
で検討対象外とした。

8）  都道府県間輸送距離は、国土交通省「2015年度
OD 別交通サービス水準」の乗用車等の都道府
県間距離を用いた。北海道については、道央か
らの距離とし、フェリーを用いた距離とした。
沖縄県については航空の輸送距離を用いた。

9）  生産地側、消費地側が連携した物流ネットワー
ク構築については、矢野裕児「農産物物流が直
面する課題と改革」物流問題研究№72などで検
討されている。

10）東京都中央卸売市場計は、取扱高が大きいため
図から外した。
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